
【数学Ⅰ】 

〜ClassPad.net の ClassPad Math・同時編集機能を活⽤する〜 

2 次関数というつまずきやすい単元の中で、⾃⼰解決⼒を育てる授業 
過去の学習内容をふまえ、⾃分で問題を解決する⼒を育てる。 

 
 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

概要の説明 
⾼校数学においてつまずきやすい単元の
⼀つを扱うこと、グループで問題に取り
組むことで互いに協⼒しながらこの単元
に対応していくことを説明。 
 
 
 
 
 
 
 
前回の復習・再指導① 
前回までの復習として、定義域・値域と
いう⽤語について確認した後、実数での
定義域がある場合の最⼤・最⼩に関する
解法を振り返る 
そこでポイントとなる、「定義域にグラ
フの軸が含まれているかどうか」を、重
要な視点として強調しておく。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ClassPad Math の機能で作成した 2
種類のグラフを提⽰し、定義域に軸
が含まれるかどうかで作業が異なる
ことをイメージさせる。 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：定義域に⽂字が⼊った場合でも、⽂字がない場合と考え⽅の根本は変わらないこ

とを⾒せ、場合分けへの苦⼿意識を⽣徒から取り除き、ハードルを下げる。 
⽣徒向けの⽬標：数字が変わっても、場合分けに適切に対応できるようになる。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・協働学習促進   ：グループワークにおいて、同時編集機能を⽤いて各⾃の考えを⼿軽に集約で

き、集団での問題解決を円滑に⾏える。 
・学習プロセスの把握：⽣徒が考えた過程をふせんに残させることで、個々の⽣徒がどこでつまずいて

いるのかを把握し、⽣徒に合った指導に⽣かすことができる。 
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定義域に⽂字が含まれる場合のグラ
フも、ClassPad Math を⽤いて作成
したものを提⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループで考える際には、送受信機
能を⽤いて各⾃の解答などを共有し
合ってもらう。その上で、グループ
の代表者の端末に数学ふせんをつく
り、ClassPad Math の機能を⽤いて
グラフを描かせる。解説原稿の作成
には、テキストふせんの同時編集機
能を利⽤させる。 
発表では、各グループが作った数学
ふせんを電⼦⿊板・プロジェクター
で映しながら解説してもらう。 
 

 
 
 
宿題に取り組む際は、必ず ClassPad 
Math の機能を⽤いてグラフを描くよ
う指⽰する。描いてもらったグラフ
は、授業⽀援機能を⽤いて次回授業
⽇までに回収する。 
 
 
 
 
 
 
 
YouTube 動画「【ゆる Math ゼミ＃
03】２次関数の最⼩値はジェットコ
ースターで攻略できる！？【ゆっく
り⾵数学解説】」
（https://www.youtube.com/watch?v
=DmePuTAapok）の URL を貼り付
けたリンクふせんを授業⽀援機能機
能を⽤いて配布し、視聴を促す。 
疑問に思ったことなどはテキストふ
せんに記載してもらい、次回授業ま
でに教師に提出するよう指⽰する。 
 
 
 
 
 

前回の復習・再指導② 
定義域に⽂字が定数として含まれていても、
解法の根本は変わらないことを確認する。 
そして、この後の例題を通じて、定義域にグ
ラフの軸が含まれる場合と含まれない場合に
分けて学習することを説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループ学習 
定義域にグラフの軸を含むもの・含まないも
のの 2 種類の例題を提⽰し、クラスをいくつ
かのグループに分け、取り組む問題を指定す
る。 
まずは個々に問題を解かせた後、グループ内
で解法や解答を確認させ合い、解説を作って
発表してもらう。 
⽣徒の理解度が⼗分に⾼いと思われる場合
は、発表ではなく、グループ間で解法・解答
の相互チェックをさせてもよい。 
時間があれば、もう⼀⽅の問題にも取り組ま
せる。 
 
 
まとめ・宿題 
授業内容を確認し、次回授業までに取り組ん
でもらう宿題を提⽰する。 
宿題は、つまずきやすい単元であることを考
慮し、授業で取り上げたものと難易度が⼤き
く変わらない類題を出すようにする。 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
追加として、少々難解な問題をわかりやすく
解説している動画を提⽰し、学習を深める。 
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